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環境変動に対する植物の頑健性の解明と応用に向けた基盤技術の創出 
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§１．研究成果の概要 

 

野外環境と制御環境を組み合わせ、両者におけるトランスクリプトームを統合的に予測できるモ

デルを効率よく作出する方法の確立を目指して研究を行った。 

これまでに、どのような制御環境

条件でデータを取得するべきかを

検討するためのシミュレーション系

を確立し、これを用いた条件の検

討をおこなった。さらに、本CREST

で開発した環境制御ポットを用い

て、各条件の中で実際に日周トラ

ンスクリプトームの測定を行った

（図）。 

コシヒカリとタカナリの 2 系統に

ついて、日長（0, 8, 12, 16, 24 時間）、明期温度（20, 25, 30, 35, 40℃）、暗期温度（15, 20, 25, 30, 

35℃）の条件を網羅的に組み合わせた 73 条件での日周トランスクリプトームデータ、約 1000 サン

プル分を取得した。このようなデータは、いかなる生物においても過去に例のないデータセットであ

る。数理モデリングにおいては、このような偏りのない条件設定でのデータが非常に重要となる。 

野外環境と制御環境のそれぞれで取得したデータが揃ったことで、両者を用いた時に環境デー

タからトランスクリプトームを予測する精度が向上するか、を検討することが可能となった。野外デー

タ 100％で学習した場合と、野外データ・制御環境データを 50%ずつ用いて学習した場合につい

て、別の年の野外データを予測する精度を検証した。その結果、適切なデザインで取得した野外

データと制御環境データを組み合わせることで、より頑健な予測モデルが得られることが分かった。 
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図 73 条件の制御環境での日周トランスクリプトーム測定 
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§２．研究実施体制 

 

（１）永野グループ 

① 研究代表者：永野 惇 （龍谷大学農学部 講師） 

② 研究項目 

・全体の統括 

・要素技術開発（多検体 RNA-Seq、気象-系統-発現モデル、環境制御ポット） 

・統合解析手法開発（野外-制御環境の統合モデリング、発現時系列からの形質予測） 

・実証研究（植物工場での二次代謝制御、圃場での収量関連形質の予測、頑健性限界の解

明） 
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